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皆様、いつもお読みいただきありがとうござ
います。今年もどうぞよろしくお願いします。
平成7年（1995年）に“市民目線で活動す
る議員を市議会へ送り出し、市政に参画しよ
う”そんな市民の想いから生まれた、１００%
市民派・無党派の『吹田いきいき市民ネット
ワーク』の結成後、議会ごとに議会だよりを発
行しています。
さて、新型コロナウイルス感染症は、年が明
けてオミクロン株の感染力の強さから感染者
数が過去最多となるなど再び多くの市民生

活に影響が出ています。市民の皆さんの基本
的な感染症対策の徹底を続けるようにいわ
れているなか、医療行政等においては検査と
隔離の考え方等に変化が出ています。
変異する新型コロナウイルスとの共存はこ
れからも続く中、私たちの日常と社会活動の
あり方を捉え直すことも大切だと感じていま
す。11月定例会及び1月臨時会ではワクチン
接種に関する予算や経済的支援等が提案さ
れました。議会審査の内容およびいそがわの
議員活動のご報告です。

［３回目ワクチン接種体制と子育て世帯、非課税世帯等への臨時特別給付金］

【ワクチン接種事業】（ワクチンの副反応等は市HPにて掲載）

新型コロナウイルスワクチン3回目接種体制は、65歳以上の方は、２

回目接種から６ヶ月以降に接種対象、64歳以下については７ヶ月以

降に接種対象となっています。(医療従事者等例外あり)

接種券は、1月21日以降、順次対象期間前に発送されます。ご自身

の接種対象期間や接種券の発送時期等については、以下、吹田市

HPにてご確認ください。また、接種方法は、個別接種は、各医療機関

(問い合わせ予約は原則コールセンター)にて。集団接種会場は、メイ

シアターと千里市民センターの２カ所を予定しています。

→接種に関する問い合わせは以下の通りです。

コールセンター：0120-210-750(9:00-20:00)

FAX:06-6339-7075

※高齢者、障がい者等の方への予約サポートについて

は市役所各窓口に問い合わせください。

※感染状況等により配布時
期が遅れることがありますが
ご了承ください。

３回目ワクチン
接種等に関する情報
(吹田市HPより)

【子育て世帯への支援】(一括現金給付と市独自給付)
子育て世帯等に対し、臨時特別給付金を支給しています。
(12月3日,20日、1月1３日議会にて可決)
12月の議案審査(一括給付)の時には、私たち会派として、
必要な方に必ず周知できる手段の検討や本市の支給対象
者を国からも可能であるとされている市独自で所得制限を
撤廃しない理由等を質疑しました。
12月の提案時以降、市民から各窓口へのお問い合わせ
等により声が上がり、この度、児童手当支給対象外等の方

も対象となりました(一人あたり原則５万円）。対象を拡充
された主な理由は、議会からの意見や市民から多くの要望
等があったとのことです。私いそがわからは、市民の声が届
き政策実現することはとても大切なこと。当該事業以外に
おいても市民の声を積極的に拾い上げるよう求めました。
また、国の制度から漏れた必要とする方への救済策は評
価するものの、実際は養育をしていない方へ既に支給され
ている場合、市の税金の適切な支給となるよう本市の努力
で返還を求める等の必要性があることを指摘しました。

【住民税非課税世帯等への臨時特別給付金
について】 （市担当：福祉総務室）

2月以降から非課税世帯の対象となる可能性のある
方へ確認書が送付されます。分科会質疑においては、
家計急変の場合の認定方法や再申請の可否、また、
施設入所者等への対応を確認しました。
意見では、支給対象となられている方々へ迅速かつ
適切な支給。また、当該支給事務を通して、その方の
困窮原因の根本的解決につながる支援、個々の課題
に向き合えるような対応につなげることのできる広報
の仕方や支援体制を求めました。
また、国からの支援の範囲内での提案に留まるので
はなく、常に市民の生活状況を把握し、その時々に市
民にとって必要となる施策を提案できる準備の必要
性を重ねて述べました。
当該制度に関する問い合わせ：0120ー526ー145
（内閣府コールセンター：平日9:00-20:00）

子育て世帯への
臨時特別給付金
(市独自分)情報
(吹田市HPより)
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11月定例会：会派代表質問について(抜粋) 詳しくは、
議事録(市議会HP)等にてご覧ください｡↓

【新型コロナウイルス感染症対策関係】
◯第６波を見据えた保健所の体制の方針について
◯３回目ワクチン接種の体制について
◯ワクチン副反応について市から市民への情報提供の
必要性について
【保健医療行政関係】
◯AYA世代（若年層)がん患者への在宅療養支援を！
◯化学物質過敏症(ｼｯｸｽｸｰﾙ・香害)の方の学校での
把握状況、そのケア体制と市民理解の促進の必要性
【住宅政策関係】
◯市営住宅を利用した居住支援について(ex.府
営住宅の取組みを参考にした若者の居場所)

【子ども政策関係】
◯子ども関連の政策立案過程において子供が直接市政
に意見を表明する場を設ける仕組みの必要性について
市長の見解は？→市政に何らかの形でつながる手段と
して、社会のＤＸ化の進展にも大いに期待をする。
◯子どもの家庭と学校以外の居場所の重要性から迅速な
検討が必要ではないか。→来年度アンケートの実施。

【教育行政関係】
◯コロナ禍における授業体制等について(宣言中とそれ
以外の期間の対応、人員体制等の改善を)
◯子どもたちのマスク着用義務による健康への悪影響等
を心配する声などマスク着用に関する情報をどのように
分析しているのか？→文部科学省の通知に従っている。
◯吹田市学校規模適正化方針のパブリックコメント
の扱いや今後の子供たちや地域住民等の
意見聴取の方法について
◯決算委員会にて市から重要性が示された
不登校支援と子供の家以外の居場所の確保
への今後の支援のあり方について
【環境行政関係】
◯コロナ禍での環境教育等の推進について
【総務・人事行政等について】
◯任期付職員(法律の専門家等)を任用する必要性
【政策立案過程における市民の声に対する市長の見解】
◯市長の直接的に市民の声を聞く姿勢について
【大阪府の実施した周辺地域への万博記念
公園駅前活性化事業の説明会について】
◯説明会資料の市への説明等の状況について

【AYA世代の在宅療養支援を！】
五十川→がんの治療や在宅療養における家族の負担や経済的
負担は大きいが、ＡＹＡ世代（思春期・若年成人のこと）
の方々の在宅ターミナル療養においては、他の年代と同等
の国からの支援はありません。これら支援については、各
自治体が独自で取り組まれています。吹田市は、健康医療
のまちを掲げていますが、がんを患ってからの支援策につ
いては、年代別で格差があるのが実態です。吹田市に
おいても、がんに罹患しても尊厳を持って安心して暮らせ
る環境づくりは必要であり、若年で末期がんの患者さんが
家族と一緒に住み慣れた自宅で過ごせることを選択できる
若年がん患者在宅療養支援策の検討が必要ではないか。

健康医療部→若年がん患者への支援については、治療の選
択、学業や仕事との両立等多様なニーズがあり、安心して
地域で暮らせるよう環境整備を進めることが求められてい
ると認識している。まずは、先進して取り組んでいる市町
村の実施状況について情報収集に努めたい。

【市長の市民の声を聴く姿勢は？】
五十川→市長就任１期目よりも明らかに市民の声を聞く場が減ってい
る。市長は、コロナ禍でタウンミーティングをできなかったことは
残念と言われていました。今後もコロナの状況は続くが、今後、市
長が直接的に市民の声を聞く場を設ける予定はあるのか。

市長→直接、間接を問わず、柔軟に必要に応じて実のある対話と傾聴
の場を設けたい。

五十川→市長就任後、この7年の間に、市長が市民の声を聞く場を設
けられた機会もあるが、面談はできない。とお断りされた方々もた
くさんいる。市長の「市民の声を直接聞く」、その判断基準につい
てお答えください。

市民部→市民の声を聞き、市民の意向を把握し、的確に市政に反映さ
せることは、執行機関としての市長だけの責務ではなく、市長の補
助機関である各部局と一人一人の職員が、その責務を担っている。

市長→執行機関の長としてはこれまでどおり市民のお声を十分にお聞
きをしてきた。それは補助機関も含めて。一方で、私個人として
は、これまでにないＳＮＳを通じた直接の意見聴取、それによる補
助機関への指示は、実は十分に何例も行っている。一々明らかには
しませんが、直接市民とつながれることをうれしく思っている。

会派代表質問・議案質疑等について（ 11月定例会より）

◎和解案件について
市民から中学生の時に、化学物質過敏症(シックスクール)

が中学校の改装工事の影響で症状が重くなり、学校生活に
支障をきたしたとして市が訴えられていた案件について、裁
判所からの和解案の通り和解を引き受ける旨の提案がされ
ました。審査においては、和解案に記載をされている大阪府
の「シックハウス対策マニュアル」を遵守することを再確認し、
学校へ改めて周知すること等を求めました。

◎市から一法人に対する訴えの提起について
令和元年8月1日付にて岸部保育園民営化協定を解除さ
れたことに伴い、市立保育所の民営化計画が3年遅れたこと
により必要となった費用の請求を求める訴訟の提起の案件
です。質疑をする中で、吹田市は、契約不履行となった根本
的要因に対して解決の努力をして協議等の対応をしていたと
捉えることはできませんでした。本市がこの状況で訴訟を提

起することによる保育行政等の吹田市政に与える影響を改
めて十分に考え、司法は最終手段として、「本当にこのままで
いいのか。」を今一度考え、市民の代表として、協議等により
市長が率先して本件の解決に臨む姿勢を求めて、議案につ
いては反対しました。
◎その他議案内容：学習用端末(令和4年度準備用)、
webカメラ等の購入等／新型コロナウイルス感染症の感染
拡大予防のための介護施設等への補助金／公立幼稚園
の給食（配食）実施／市民病院第3期中期目標／学校教育
情報通信ネットワー ク再構築業務（給食費の公会計化等）
／不育症の検査・治療費助成について／障害者支援交流セ
ンター「あいほうぷ吹田」の指定管理導入／文化会館（メイ
シアター）、市民公益活動センター（ラコルタ）、ゆめつながり
未来館青少年活動サポートプラザ(ゆいぴあ)の指定管理の
指定／空家等対策に係る特定空家除去工事等の行政代執
行について／任期付一般職員(専門家)の任用について

〜11月定例会議案質疑より(抜粋)〜

「がんを患ってからも安心して過ごせる」
そんな環境づくりを早急に進めていただくよ
うに要望しました。

市長答弁から…市長とSNSで繋がっている人の声以外の
市民の声は十分だからこれ以上積極的に聞く耳はないとい
うことでしょうか。皆様どう思われましたか？



東松島市にて、震災後に小野駅前応急仮設住宅に住むお母
さん方が復興を願いながら作ったおのくん（ソックスモン
キー）のいる小野駅前の「空の駅」、震災復興伝承館、東日
本大震災復興祈念公園へ行きました。
おのくんは、手作りのぬいぐるみで、購入者は里親になる

というコンセプトにより、震災の記憶を風化させないことや
里親同士のつながりなど、人と人のつながりを大切にした活
動です。私も里親になっています。

伝承館では、当時の映像や写真、
市民の方々の思いや願いが様々な形で
展示されていました。案内していた
だいた現地の方からも当時の生き抜く
ために避難された様子なども深くお話
しいただき、自然災害と向き合い、
万が一を想定して備えること、人と
つながり続けることの大切さを感じた。

〔11月〕
〜11月22日より30日まで議会だより挟込
作業等を実施しました！〜
４日 なんでも市民相談日
５日 くるくるプラザ市民研究員定例会
６日 五月が丘地区防災訓練
９日 広報委員会／片山水道内覧会

１０日 常照園視察
１３日 紫金山整備／いのっこ祭
１４日 北摂バックアップセミナーﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄ
１６日 いきいきプログラム視察(授業)
１７日 議会運営委員会
１９-２１日 東北視察（大川小学校等）
２４日 本会議（提案説明・委員会審査）
２６日 NAaSIな会ｵﾝﾗｲﾝ座談会（SDGs等)
２７日 ひろママ(インターン受入)中間報告会
２８日 高町池周辺清掃DAY(ヒメボタルの会)

２９日 広報委員会
〔12月〕
1-3日 本会議（質問）
5日 ふらっとサロン
６日 本会議（質問・各常任委員会）
7-10日 本会議（各常任委員会）
8/10/13/15/23日 駅にて議会だより配布
１１日 紫金山整備
１２日 おたのしみ会(五月が丘地区)
１４日 本会議（予算常任委員会討論・採決）
１６日 議会運営委員会
１７日 くるくるプラザ市民研究員定例会
１８日 母子会まつり等
１９日 一斉清掃(自治会)
２０日 本会議（討論・採決）
２１日 ごみ問題学習会(ｵﾝﾗｲﾝ)
２２日 片山浄水所新施設完成式典

２３日 なんでも市民相談日
／NAaSIな会ｵﾝﾗｲﾝ座談会

（市民の声を聞くとは?等)
２４日 事務所大掃除
２８日 夜間パトロール等
〔1月上旬〕
〜新春来福〜
４日 市役所仕事始め
５日 商工会議所新年賀会
６日 オンライン研修(防災関係)
８日 紫金山整備等

１０日 成人祭
12/13日 臨時会
１３日 議会運営委員会小協議会
１４日 なんでも市民相談日
１５日 どんと祭/近畿オンブズMT

/みんなの吹田DAY等

いそがわ ゆか活動記録（抜粋）（詳細はSNS等にて）

◉女川町：宮城県内のほとんどの地域は堤防をつくって海が見えないまちとなり
ましたが、海の見えるまちの再生を実現された女川町。

その背景には、町民参加型の話し合い(次世代にまちの将来を託して60歳以下の方が中心
となった）を何百回も重ねてまとめた提言書を町長や町議会に提出。これら住民主体の活動
は町の復興の大きな力となったとのことでした。
また、当時中学生だった子ども達が、記録をしておかないと1,000年後、また同じ悲劇が繰り
返されてしまう。伝え続けたい。として、町内21カ所に浜の津波が到達した高さ地点に石碑を
たて、高台への避難ルートの確保するなど「いのちの石碑プロジェクト」も実施され、私が訪れ

た日は最後の石碑の完成日でした。まちのあり方を自分たちで考えることの大切さや世
代を超えた住民主体による活動から民主主義のあり方への希望を感じました。

【石巻市子どもセンター「らいつ」】 HP→
らいつとは、「石巻の活性化のために中高生が

中心となってつくり、運営をする施設。みんなが過
ごしやすく、子どもの想いを世間の人たちに伝えら
れる場所として作られ、運営されています。

設立の経緯は、震災後、外で遊ぶことが難しくこどもたちの遊
び場がない状況であったこと、また、震災後に行われたセーブ
ザチルドレンのアンケート結果で、子どもたちが、「まちのた
めに何かしたい」と思っていたこと。これらのことから、子ど
もたちを中心に考えて作った「夢のまちプラン」を具体化する
活動の場として企業の協力により建てられました。その後、建
物は市に寄付され石巻市の児童館として運営されています。
運営においては、「子どもの権利」

を尊重し、子どもの参画を大切にされ
ているので、様々なニーズをもつ、
いろんな子どもたちが通う大切な
居場所となっています。

吹田市においても、この施設の設立
過程や子どもによる子どものための
施設運営の方法等からの学びは多い。
このような居場所を共に作りたい。

【大川小学校震災遺構】大川伝承の会HP等 →
大川伝承の会の共同代表、佐藤敏郎さんと共に、
小学校の正面玄関から校庭、校舎、避難しなかった
裏山などの現地を辿り、津波警報が出てから津波が
くるまでの約50分間の様子(当時の聞き取りをした
内容等)を伺いながら体験しました。（実際に避難をしたのは、
津波のくる１分前で、山ではなく津波のくる方向に向かって
走ったという様子も体験。）
また、ここは小学校として子どもたちが生活をしていたこと
や佐藤さんが災害後の現地での様子(亡くなられた娘さんや子ど
もたちの様子)の話、このような状況となってしまった現実を教
訓にしてここを「未来をひらく」場所として、一緒に向き合っ
てほしい。と訴えてくださいました。佐藤さんの言われた、
「ここに山があっても山が命を救うものではない。山に登ると
いう判断と訓練が必要」「時間・情報・手段を結びつける判断
ができるかどうか。防災は、恐怖を煽るものではなく、 (助か
るための)希望につないでほしい。」というお言葉、とても胸に
刺さりました。これら大切なメッセージから、私も引き続き、
提案、提言していきたい。
危機管理の本質は、「命を真ん中に」考え、行動すること。
その判断ができるよういかに平時に準備をするかが大切です。

〜東日本大震災から防災・減災、つながりの本質を学ぶ
宮城県東松島市、石巻市、女川町へ視察に行ってきました〜

『市民力』、『広がるネットワーク』が『吹田いきいき市民ネットワーク』の原点で
す。これからも、市民の皆様が安心・安全に過ごせるにはどういう政策が必要なのか。
市民生活に寄り添った政策等を議論する「議会」という場づくり。また、吹田市の「市
民本位(市民主体)の市政」の実現に向け、全力で取り組んでまいります。

2022年(令和4年)、一人でも多くの方が笑顔になれるようともに課題と向き合います。
今年もどうぞ、よろしくお願いします。

吹田市議会議員 五十川有香

大川小にて語り部の様子



［２月定例会の日程］
2月17日 本会議（提案説明）
2月24日・25日 本会議（一般質問）
2月28日・3月1日 本会議（一般質問）
3月 1日−8日 各常任委員会
3月16日 予算常任委員会

（討論・採決）
3月23日 本会議

（討論・採決）

〔傍聴のご案内〕
感染予防のため、スマホ等から見れるインター

ネット中継もご利用ください。(字幕はありません)
一時保育については、新型コロナウイルスの感染

拡大が収束するまでの間、休止としております。
その他、議会事務局にお問い合わせください。

（議会事務局TEL：06−6384−2644
FAX : 06−6338-0920）

※吹田市の議場は特定天井です

《会計報告（2021年11月〜2021年12月》

◉私たちは、ボランティアの皆様に支えられて
活動しています。議会だより配布・折込作業の
お手伝いをして頂ける方を大々募集しています！
どの地域でも、何枚からでも結構です。ご連絡
ください‼︎!カンパの応援もお待ちしています。

【郵便振替】
00920−4−331276
いそがわ ゆか応援団

◉一人一人、ありのままの存在を
認め合い、「ひとりじゃない」

って思えるつながりを感じられる
吹田市政を実現していきたいです。地域の中で共に
ともに、「出会えてよかった！」

と思えるまちを一緒につくって
いきませんか。皆さんとともに
繋がりを広げていきたいです。

いそがわ ゆか プロフィール
★1986年 京都市生まれ 五月が丘在住
★2005年 同志社女子高等学校卒業
★2009年 同志社大学社会学部社会福祉学科卒業
★2009～2015年 尼崎市 勤務
★2015年4月〜吹田市議会議員１期目
★2019年4月〜吹田市議会議員２期目
（議会会派：市民と歩む議員の会所属）
◎市民活動・地域活動等
（公財）千里リサイクルプラザ研究員/すいた市民環境会議/
千里竹の会/吹田自然観察会/紫金山みどりの会/せせらぎ

花の会/新小川花の会/マンションライフを考える会/孫子老/
市民ネットすいた/平和なまちづくりＮＷ/おのくん里親の会/
太陽の広場フレンド/手話サークル『風』/地域コミュニティを考
える会/五月が丘地区防災委員・福祉委員、自治会会長/関
西若手議員の会/近畿市民派議員の会／ストップ気候危
機！自治体議員による気候非常事態・共同宣言の会/みんな
で止めよう！香害、有志議員の会
◎資格・経験
ケースワーカー・訪問介護員
養成研修２級課程修了（ホームヘルパー2級）
高等学校教員免許公民科・福祉科

♪なんでも市民相談日♪
開催日:３月24日(木)/

４月６日(水)/５月12日(木)
（いずれも10時から15時）
事前予約の方優先です。

一度、事務所へお問い合わせください。
（コロナ感染状況、公務等の都合により変更の場合も
あります。その場合は、いそがわ HPやSNS、事務所
前掲示にてお知らせします。ご了承くださいませ。）

「NAaSIな会♪」
(西宮、明石、尼崎、
茨木の議員等と共に
行っています！)

毎月開催：20時半から
22時＠オンライン

他市の議員と月一回の
テーマ別の座談会を発

信しています。
※Facebook等のSNSで
イベント案内します。

11月 12月

収入

報酬 650,000 650,000
期末手当等 0 1,716,000

合計 650,000 2,366,000

支出

所得税 56,200 191,793
住民税 58,200 58,200
国民年金 16,960 16,960

国民健康保険 82,000 82,000
互助会会費 6,500 6,500

会費 0 0
生活費 300,000 800,000

事務所活動費 130,140 1,210,547
合 計 650,000 2,366,000

事務所活動費内訳 （円）

収入

11月-12月合計 1,340,687

前月繰越金 1,058,138

合計 2,398,825

支 出

事務所家賃等 174,220

水光熱費 9,711

通信費 31,985

印刷費 501,808

活動費 160,477

交通費 28,062

事務雑費 4,746

人件費 95,000

合 計 1,006,009

繰越金 1,392,816

市民の声を聴くとは？

12月のNAaSIな会の
オンライン配信のテーマでした。
そもそも市民の声とは？首長の
姿勢が表れやすい現状がある等、
議論をしました。
(Facebookにてアーカイブ
ご覧いただけます。)
代表質問でも取り上げましたが、
吹田市長は、条例にある「市長
の責務」を誠実に真摯に取組み
実現してほしいものです。


